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小牧山

小牧山戦国に馳せる
天正元年から３年の信長

第15回

信
長
と
の
対
立
を
深
め
た
将
軍
足
利
義

昭
は
、
元
亀
４
年
（
１
５
７
３
年
）
に
反

信
長
の
兵
を
挙
げ
ま
し
た
。
信
長
は
軍
勢

を
率
い
て
入
京
し
、
４
月
に
義
昭
を
降
伏

さ
せ
ま
す
。
し
か
し
、
７
月
に
義
昭
は
京

都
の
将
軍
御
所
を
出
て
宇
治
槙
島
城
で
再

び
挙
兵
し
ま
し
た
。
信
長
は
同
城
を
攻
め

て
義
昭
を
降
伏
さ
せ
る
と
、
彼
を
追
放
し

ま
し
た
。
以
後
各
地
を
転
々
と
し
た
義
昭

は
、
将
軍
と
し
て
京
都
に
復
帰
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
信
長
は
、
将
軍

義
昭
に
代
わ
っ
て
、
京
都
を
中
心
と
し
た

畿
内
地
域
を
直
接
支
配
す
る
課
題
を
背
負

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

元
亀
か
ら
天
正
に
年
号
が
変
わ
る
と
と

も
に
、
信
長
を
脅
か
し
て
い
た
反
信
長
勢

力
は
後
退
し
始
め
ま
し
た
。
天
正
元
年
に
、

朝
倉
・
浅
井
氏
が
亡
び
、
２
年
に
は
長
島

一
向
一
揆
が
潰
滅
し
、
３
年
に
は
長
篠
の

戦
い
で
武
田
勝
頼
（
信
玄
の
子
）
が
鉄
砲

と
馬
防
柵
の
前
に
大
敗
し
ま
し
た
。

ま
だ
大
坂
の
本
願
寺
な
ど
反
信
長
勢
力

が
残
っ
て
い
ま
し
た
が
、
信
長
は
畿
内
地

域
を
治
め
、
か
つ
全
国
制
覇
を
進
め
る
た

め
新
た
な
体
制
を
作
り
ま
す
。
天
正
３
年

11
月
に
信
長
は
、
長
男
信
忠
に
織
田
家
の

家
督
を
譲
り
、
尾
張
・
美
濃
両
国
と
と
も

に
岐
阜
城
を
与
え
ま
し
た
。
信
長
自
身
は
、

翌
年
都
に
近
い
近
江
安
土
に
天
下
人
に
ふ

さ
わ
し
い
城
を
築
き
ま
す
。
尾
張
の
津

島
・
熱
田
の
経
済
力
の
重
要
さ
を
理
解
し

て
い
た
信
長
は
、
街
道
の
整
備
な
ど
流
通

経
済
政
策
も
進
め
て
い
ま
し
た
。

天正元年から３年の信長
名古屋市博物館

学芸員　下村信博

反
信
長
勢
力
の
後
退

将
軍
足
利
義
昭
の
追
放

▲天王川　当時の津島は、天王川を通じて伊勢湾とつながる港町として繁栄していました。

全
国
制
覇
を
目
指
し
て

信長関係年表（天正元年～3年） 

天正元年 
（1573）４月 

天正2年 
9月 

同年８月 

同年９月 

同年12月 
～翌3年 

天正3年 
3月 

挙兵した将軍足利義昭、信長に
降伏する。 

信長、越前の戦国大名朝倉義景
を亡ぼす。 

信長、凄惨な戦いを経て長島一向
一揆を潰滅させる。 

信長、領国内の街道を整備さ
せる。 

信長、公家・門跡に徳政令（借金
の帳消し）を出す。 

同年5月 信長、三河長篠の戦いで武田勝
頼を破る。 

同年11月 

信長、従三位大納言に叙任され、
さらに右近衛大将を兼任する。 
信長、長男信忠に織田家の家督
を譲る。 

同年７月 

再び挙兵した義昭、信長に降伏
し、追放される。 
信長の要請で、年号が「元亀」
から「天正」に改元される。 

信長、北近江の戦国大名浅井長
政を亡ぼす。 

本年９月に小牧市で第23回織田信長
サミットが開催されます。このサミット
は、織田信長公にゆかりのある全国の
10の市、町の長が魅力あるまちづくり
について話しあう会議です。この会議
は公開形式で行われます。
日　　時 ９月５日g午後１時開場
場　　所 市民会館ホール
記念講演 講師　荒俣　宏　氏
※詳しくは、７月15日号広報でご案内
します。

問
合
先
文
化
振
興
課
（
1
76
―
１
１
８
９
）


